＜赤ちゃんや小さい子どものいる家庭での読み聞かせ支援ツール＞
　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：まもなく親になる人，０～３歳児の親（60分程度）

【ねらい】読み聞かせの悩みや工夫などの交流を通して，自分の読み聞かせを振り返るとともに，それぞれの実情に応じて，これからの読み聞かせに活かそうとする。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，おすすめの絵本（数冊）
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなど説明
	○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
※地域の図書館司書や読み聞かせボランティア等と協
働して講座を実施してもよい。
※おすすめ絵本を展示して，雰囲気作りを行うとよい。
（親子が自由に絵本に触れられるようにしておく。）
	

	：
（10分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
例）「お手玉遊び」

①２人がペアになり向き合う。１人はお手玉を持ち，もう１人は手でお皿を作る。

②「ももたろさん」の歌に合わせて，４拍目で（「もーもたろさん」で４拍）で，きび団子（お手玉）を相手のお皿（手の平）に載せる。それを繰り返す。

慣れてきたら少しずつスピードをあげてやってみる。

例）「おすすめ絵本の紹介」
例）「思い出の絵本・おはなし」
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し合うためのウォーミングアップとする。
※絵本とうたをつなげられるような遊びや，ファシリテーター自身のおすすめ絵本等の紹介，思い出の絵本，おはなし等の紹介をしてもよい。
※（「思い出しましょう」に記入し，）自己紹介しながら，幼かった頃好きだった絵本等を話し合ってもよい。
※具体的に思い付かない場合は，幼い頃の思い出（好きだったものや遊び等）でもよい。
	・参加者が，幼

い頃を思い出せるような，なつかしい絵本，読み継がれているものなどを紹介するとよい。

	：
（５分）
	○タイトル，ねらいを読む。
＜エピソードを読みましょう＞
○エピソードを読む。
	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘

密の保守），ただし，言いたくないことは話さなく
ても良い。（パス有り）
	

	：
（５分）
	＜考えましょう＞
· 設問に記入し，話し合う。（５分）
	〇エピソードに沿って話し合う。
※自身の幼少期を振り返って話をしてもよい。
	

	：
（25分）
	 eq \o\ad(＜考えましょう，出し合いましょう＞,　　　　　　　　　　　　　　　)
○絵本の読み聞かせで「困っていること」や「聞いてみたいこと」を考え，話し合う。（５分）
○絵本の読み聞かせについて，グループごとに自由にテーマを決めて話し合う　。（10分）

○話し合ったことを紹介する。（10分）
	※話し合いながら，記入しても良い。

※グループで自由に話し合ってテーマを決めても良い

し，あらかじめテーマを決めておいても良い。
※「いろいろな意見を出し合いましょう」と声をかけ，何でも言える雰囲気をつくる。
○「県民の皆さんの声」を紹介する。
▲自身の体験を踏まえ，未来を想像しながら，話し合う。
	▲まもなく親になる（妊娠期の）人が対象の場合の留意点

	：
（５分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話

「読み聞かせの効果」を紹介する。
	※図書館等，絵本と出会える場所を紹介してもよい。

※子育ては，絵本の読み聞かせが初めからうまくいかないのと同じように思い通りにならないことをふまえ，「それでいいんですよ」等，肯定的な声かけをする。
※読み聞かせＱ＆Ａやおすすめ絵本の紹介等の資料を準備して，配布してもよい。
　参考：『赤ちゃん向け絵本ガイド』（広島県読書推進運動協議会），『絵本で子育てを楽しく』（文部科学省）
	※ワークシート
に無理に記入し
てもらわなくて
もよい。

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
※片付け，アンケート記入が難しい場合は，無理に行ってもらわなくてもよい。
	・現状復帰

	〈メモ〉


想定される活用の場面　図書館（おはなし会・絵本についての講座など）　公民館　子育て支援センター　　　


子育てサークル　保育所（未入所の子供対象の体験入所を含む。）幼稚園（未入園の子供対象の体験入園）　


乳幼児健診の場　病院などでのプレママスクール，マタニティクラスなどの場　
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おひざにだっこでおはなししましょう　～読み聞かせ，どうしてる？～


から～
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